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コンベヤベルト



3  	 スチールコードコンベヤベルト
5  	 多層式コンベヤベルト
7  	 モノプライコンベヤベルト
8  	 アラミドコンベヤベルト
9  	 レスプライコンベヤベルト
10  	 一般、耐摩耗性コンベヤベルト
11  	 耐熱性コンベヤベルト
12  	 難燃性、耐油性コンベヤベルト
13  	 �耐薬品性、帯電防止、有色、Belt Wear Indicatorコンベヤベルト
14  	 バケットエレベーターコンベヤベルト
16  	 コンセンターコンベヤベルト
17  	 フィルターベルト
21  	 シールベルト
22  	 縦裂防止スチールコードコンベヤベルト 
     	 耐衝撃/耐カット性コンベヤベルト
23	 �IWスチールコードコンベヤベルト
	 クリーンフェースコンベヤベルト
24  	 ハイブリッドコンベヤベルト
25  	 省エネコンベヤベルト
27  	 パイプコンベヤベルト
28  	 リターンパイプコンベヤベルト
29  	 サイドウォールコンベヤベルト
31  	 空気浮上コンベヤベルト
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備考：上記の表以外の規格は別途お問い合わせ下さい。

標準規格

規格 芯体厚さ

SF-400

SF-500

SF-800

SF-1000

SF-1250

SF-1600

SF-1800

2.27

2.32

3.2

3.9

4.3

5.1

5.5

5

5

5

6

6

6

8

上ゴム ドライブ/ヘッド テークアップ/テール スナップ/ベンド

カバーゴム 最少プーリー直径(mm)

3

3

3

3

3

4

4

400

400

450

500

550

650

750

350

350

400

450

500

550

650

300

300

350

350

400

450

550

下ゴム
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アラミドコンベヤベルト

・芯体にアラミド素材の合成布を使用し、長距離、大容量、高張力ラインに適合します。
・Straight warp形態の芯体構造で、耐衝撃性、耐摩耗性及び屈曲性に優れています。
・同一強力のスチールベルトと比較してベルトの厚さ及び重量が少なく、動力低減効果があります。
・帆布コンベアベルトの中で最も低い水準の伸びを示し、カバーゴムとの接着力に優れています。
・低い伸び率で短いテークアップストロークを採用する事が出来ます。従来の帆布ベルトと比べ、
　高温の運搬物運搬にも適しています。

特徴

DPP800

DPP1000

DPP1250

DPP1500

DPP1800

DPP2000

6

6

6

8

8

8

2

2

2

3

3

3

600

600

650

700

750

750

450

450

500

550

550

550

350

350

400

450

500

500

ベルトの構造

ベルト表記方法

標準規格

上カバーゴム

アラミド合成布

下カバーゴム

接着ゴム

    カバーゴ
ムグレード

引張強度
(kN/m)

ベルト幅
(mm)

プライ数 上カバー
ゴム厚さ
(mm)

下カバー
ゴム厚さ
(mm)

ベルト長さ
(m)

KS-S    DPP800    1200   × 1P  × 5.0   × 3.0 300m

注意：上記表以外の規格に関しましては別途お問い合わせ下さい。

規格
カバーゴム厚さ(mm) 最少プーリー直径(mm)

テークアップ/テールドライブ/ヘッド下カバー上カバー スナップ/ベンド

8



Conveyor Belt    9



一般、耐摩耗性コンベヤベルト

JIS

規格 JIS-P   JIS-G JIS-S JIS-A JIS-L JIS-D JIS-H

引張
試験

老化前
引張強度(Mpa) >8 >14 >18 >14 >15 >18 >24

伸び率(%) >300 >400 >450 >400 >350 >400 >450

老化後
引張強度変化率(%) ±40 ±30 ±25 ±25 ±25 ±25 ±25

伸び率変化率(%) ±40 ±30 ±25 ±25 ±25 ±25 ±25

摩耗試験(mm³) <400 <250 <200 <150 <200 <100 <120

DIN

規格 DIN-W   DIN-X DIN-Y DIN-Z

引張
試験

老化前
引張強度(Mpa) >18 >25 >20 >15

伸び率(%) >400 >450 >400 >350

老化後
引張強度変化率(%) ±25 ±25 ±25 ±25

伸び率変化率(%) ±25 ±25 ±25 ±25

摩耗試験(mm³) <90 <120 <150 <250

AS

規格 AS-A AS-E AS-F AS-M AS-N AS-S

引張
試験

老化前
引張強度(Mpa) 17 14 14 24 17 14

伸び率(%) 400 300 300 450 400 300

老化後
引張強度変化率(%) ±20 ±20 ±20 ±20 ±20 ±20

伸び率変化率(%) ±30 ±30 ±30 ±30 ±30 ±30

摩耗試験（mm³) 70 - - 125 200 250

ISO

規格 ISO-H ISO-D ISO-L

引張
試験

老化前
引張強度(Mpa) 24 18 15

伸び率(%) 450 400 350

老化後
引張強度変化率(%) ±25 ±25 ±25

伸び率変化率(%) ±25 ±25 ±25

摩耗試験(mm³) 120 100 200

BS

規格 BS-N17 BS-M24

引張
試験

老化前
引張強度(Mpa) >17 >24

伸び率(%) >400 >450

老化後
引張強度変化率(%) ±25 ±25

伸び率変化率(%) ±25 ±25

RMA

規格 RMA-1 RMA-2

引張
試験

老化前
引張強度(Mpa) >17 >14

伸び率(%) >400 >400

老化後
引張強度変化率(%) ±25 ±25

伸び率変化率(%) ±25 ±25

摩耗試験(mm³) <125 <175

10
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難燃性、耐油性コンベヤベルト

グレード 主用途

FR, JIS-FR, MSHA

FR JIS-A, FR SAR

ORN-FR-ANTIS

FR-NH, FR-ENH

DIN-S, AS-S

FR Cleanface

一般的な難燃性を必要とするラインに適しています。

難燃性と耐摩耗性を必要とするラインに適しています。

難燃性、耐油性、帯電防止機能を必要とするラインに適している。

高温(～���℃)で運ばれる運搬物で難燃性を必要とするラインに適している。

地下で火災の危険がある運搬物を運ぶラインに適している。

落粉低減効果のあるCleanface製品に難燃性能が追加された製品です。

12



難燃性、耐油性コンベヤベルト

グレード 主用途

FR, JIS-FR, MSHA

FR JIS-A, FR SAR

ORN-FR-ANTIS

FR-NH, FR-ENH

DIN-S, AS-S

FR Cleanface

一般的な難燃性を必要とするラインに適しています。

難燃性と耐摩耗性を必要とするラインに適しています。

難燃性、耐油性、帯電防止機能を必要とするラインに適している。

高温(～���℃)で運ばれる運搬物で難燃性を必要とするラインに適している。

地下で火災の危険がある運搬物を運ぶラインに適している。

落粉低減効果のあるCleanface製品に難燃性能が追加された製品です。

耐薬品性、帯電防止、有色、Belt Wear Indicatorコンベヤベルト

ベルトインジケーターは、上部カバーの下に等間隔で配置されており、メンテナンス時にベルトの状態を
判断するために使用されます。
ベルトカバーが摩耗して交換が必要な状態になると、色付きの層が見える様になります。
このように、ユーザーは、ベルトが稼働している時でも、ベルトの状態を素早く簡単に確認する事が出来ます。
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ベルト幅
B(mm)

横桟高さ
H(mm)

横桟幅
W(mm)

横桟ピッチ
P(mm)

横桟角度
θ 形態

350 6 12 80 120 A -

400 6 12 80 120 A -

450 6 12 80 120 A -

500 6 12 80 120 A -

600 6 12 80 120 A -

650 6 12 80 120 A -

700 6 12 80 120 A -

750 6 12 80 120 A -

800 6 12 80 120 A B

900 6 12 80 120 - B

900 8 12 120 120 A -

1000 8 12 120 120 A -

1050 8 12 120 120 A -

1200 8 12 120 120 A -

1300 8 12 120 120 - B

1400 8 12 120 120 - B

350 10 22 80 120 A -

400 10 22 80 120 A -

450 10 22 80 120 - B

500 10 22 80 120 - B

600 10 22 80 120 - B

650 10 22 80 120 - B
700 10 22 80 120 - B

標準規格



Slurry
media(cloth)

vacuum vacuum

vacuum

filtrate

filtrate

filtrate

form cake wash cake dry dischange

form cake wash cake dry dischange

form cake wash cake dry dischange

Production Filter belts are produced in the following process ; 

•  Endless by hot vulcanization

•  Open rolls to be spliced on site by hot vulcanization or by cold splicing  

•  

・連続的で大量のフィルタリング作業を必要とする産業に使用され、
　スラリー状態の半製品を固体と液体に分離するために使用されます。 
・フィルターベルトは、非常に精密かつ正確な仕様と寸法許容値の下で設置および運用しなければな
    りません。
・実験室規模のフィルタリング（個ー液分離）試験を実施する場合は、
　下図のような手順に従い行います。
・フィルタベルトは、この様なフィルタリング原理を工業的に利用するために開発されたシステムです。

フィルターベルト

特徴

Conveyor Belt    17



適用分野
脱水 洗浄 化学処理 鉱物処理

General Tailings

Gypsum

Phosphate Rock

Coal Fines

Magnetite

Iron Ore

Lithium

Leached Materials

Zinc

Copper / Cobalt

Nickel

Gypsum

Flue Gas Desulfurization

Pulp Washer

Aluminium Fluoride

Calcium

Gypsum

Ores Leaching

Phosphates

Magnesium

Nichel Salt

Peroxide

Phosphoric Acid

Boric Acid

Zinc Carbonate

Zeolite

Ores Dewatering

Quartz

Uranium

Copper

Lead

Gold and Silver

Titanium Dioxide

Sylvine

標準規格
カバー資材 芯体 強力

(KN/M) プライ数 幅

NR

SBR-LT

SBR-HT

CR(Neoprene)

EPDM

Nylon – Nylon (NN)

Polyester - Nylon (EP)

Polyester - Polyester 

(EE)

500

630

800

1000

1250 

3

4

5 

300~2200mm 

縦方向のジョイント無し

2300~4280mm 

縦方向のジョイント有り

フィルターベルト紹介

カバーグレード pH 温度 適用例

NR 1~8 Max. 50 Phosphate ore, Sodium Cobalt chloride etc.

SBR-LT 1~10 Max. 50 Aluminium hydroxide, Jarosite filtration etc.

SBR-HT 1~10 Max.90 Phosphoric acid, Gypsum, Sulphuric salt etc.

CR(Neoprene) 2~12 Max. 50 Acid Acetic, Hydrocarbon etc.

EPDM 0.5~14 Max. 100 Phosphoric acid for fertilizer, Caustic Soda, CTA etc.

18



デザインと構造

構造 製作可能厚さ : 通常は最大40mmですが、さらに高い値で製作する事も可能です。

製作可能幅：1枚で最大2200mmまで対応可能。
　　　　　　熱加硫による縦方向のエンドレスで最大4200mm。

製作可能長さ： ご相談可能です。

構造 DRB独自の技術によりフィルターベルトのデザインをカスタマイズすることが可能です。
DRBの標準は次のとおりです。

全ての溝に丸穴加工 : 
直径10mm～25mm

Conveyor Belt    19



アクセサリーパーツ

Curbing

Type A Type B Type C

Ripple Curb

-------

Base 50mm

Height 70mm

Ripple Curb

-------

Base 85mm

Height 70,100,130mm

Ripple Curb

-------

Base 90mm

Height 125mm

20



Two-belt typeGeneral type

SEAL   KS-S   EP-200  1200  ×  2      × 3.0  × 2.0 (square iron type)

SEAL   KS-S   EP-200  1200  × 2+3P  × 3.0  × 2.0 (file type)

Seal Belt

Sealing Belt

Travel

Main Conveyor

シールベルト

・従来の運搬物輸送を目的とするコンベヤベルトとは異なり、シールベルトは防水、防風が可能な覆
    われた状態のベルトです。

・シールベルトは、コンベヤベルトの輸送物の輸送中に発生する粉塵を防ぐ事が出来るため、
    環境に優しいベルトシステムです。

・コンベヤのシュート部が移動するアンローダー、リクライマー、トリッパーのあるラインで、
    樹脂または金属カバーを使用できない場合に使用します。

特徴

構造

ベルト表記法

カバーゴム
グレード

引張強度
(kN/m)

ベルト幅
(mm)

プライ数 上カバー
ゴム厚さ
(mm)

下カバー
ゴム厚さ
(mm)
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BF CordIW Cord

IWスチールコードコンベヤベルト

特徴 ・一般的な縦裂防止スチールコンベヤベルトとは異なり、芯体であるスチールコードと縦列
    コードが特殊構造で編まれており、より強い衝撃にもベルトの損傷を最小限に抑えます。

・特殊構造のスチールコードを適用することで、一般スチールベルトに比べて屈曲性とトラフ性に
    優れています。
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BF CordIW Cord

IWスチールコードコンベヤベルト

特徴 ・一般的な縦裂防止スチールコンベヤベルトとは異なり、芯体であるスチールコードと縦列
    コードが特殊構造で編まれており、より強い衝撃にもベルトの損傷を最小限に抑えます。

・特殊構造のスチールコードを適用することで、一般スチールベルトに比べて屈曲性とトラフ性に
    優れています。
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省エネコ
ンベヤベルト
性能検証

証明書

DIN�����に基づいたハノーバー大学での省エネ試験結果最大��％の電力削減性能検証。

DIN 22123, Indentation rolling resistances test

Conveyor Belt    25



Customer Cement Manufacturer

Belt Spec

C to C

Slope

Material

Belt speed

Power

ST2000 1050mm x 5.5mm x 5.5mm

12,854m

-4.95˚ (-111.1m)

Limestone (2,400t/h)

360m/min

1,200kW X 3 (2 unit Head / 1 unit Tail)

Customer Power Plant

C to C

Slope

Material

Belt speed

Power

Belt Spec

652m

0˚
Coal (1,800t/h)

200m/min

300kW X 1 (1 unit Head)

NN800 1400mm x 5mm x 3mm
(Fire Resistant Energy-Saving Conveyor Belt)

省エネコンベヤベルト

�）セメント会社の長距離ラインに使用ラインテスト結果

�）発電所の短距離ヤードラインで使用

平均電力削減率

既存ベルト

省エネベルト

平均電力削減率

既存ベルト

難燃省エネベルト

26



トラフ変換距離(T.D.)
(T.D.) ≧パイプ径×��
NNコンベヤベルト ≧パイプ径×��
EPコンベヤベルト ≧パイプ径×��
STコンベヤベルト ≧パイプ径×��

特徴

構造
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ⓐ : Corrugated Sidewall

ⓑ : Cleat

ⓒ : Free Zone width

ⓔ : Effective width

ⓟ : Cleat pitch 

ⓦ : Belt width

T

H

Bf

Bw

ⓐ 

ⓑ

ⓟ

ⓔ

ⓦ

ⓒ

Type C Type TC

Type T Type TCS

H H

F

F F

F

H H

波桟寸法及び種類

横桟寸法及び種類

H(mm) Bw(mm) Bf(mm) T(mm)
60 45 50 45
80 45 50 45

100 45 50 45
120 45 50 45
120 70 80 60
180 65 75 63
160 65 75 63
200 65 75 63
240 65 75 63
280 65 75 63
400 90 100 84

Type H(mm) F(mm)

C
90 100

120 140
140 140

T

90 110
110 110
180 180
230 300

TC

110 100
140 140
180 160
220 180
230 230
240 160
280 280

TCS
280 240
360 225
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ⓐ : Corrugated Sidewall

ⓑ : Cleat

ⓒ : Free Zone width

ⓔ : Effective width

ⓟ : Cleat pitch 

ⓦ : Belt width

T

H

Bf

Bw

ⓐ 

ⓑ

ⓟ

ⓔ

ⓦ

ⓒ

Type C Type TC

Type T Type TCS

H H

F

F F

F

H H

波桟寸法及び種類

横桟寸法及び種類

•  ME AFC FR EP1250 1800X4X6X3

Air from Fan
Air Hole

Air Film support the belt

Belt

Pipe(Full enclosed)

Bulk Material

•  ME AFC EP1500 1000X3X5X2

•  ME AFC EP1250 900X4X5X2

•  ME AFC EP630 600X2X4.0X1.5

空気浮上コンベヤベルト

空気浮上コンベヤベルトとは連続的な「空気膜」でベルトを支持し、運搬物を輸送するベルトです。
コンベヤの中間部にローラーが無い形態で、完全密閉フレームでのコンベヤベルト稼働が可能なため、
落鉱や粉塵を最小限に抑え、安全な設備の運転やメンテナンスを容易にするという改善効果があります。

特徴

代表規格
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トラブルシューティング

トラブル内容 原因 対策

1.
ベルトがラインの特定の	
部分に偏る現象がある。

A.コンベヤフレームの一部が曲がっている。
B. 偏る部分の周囲のローラー状態不良。
C. �偏る側のプーリーやローラーにケークが付着

している。
D. ラインのローラーの回転不良。
E. プーリーに異常がある。

A. 曲げ部分の垂直度と水平度を調整する。
B. �ローラーの水平度と進行方向に対する直角度を調整し、	

改善されない場合、ローラーの傾き側を進行方向側に傾け
る。(2%内外) 

C. ケーク除去またはクリーニング装置の設置及び補修。
D. ローラー補修及び交換又はスタッドボルト点検。
E. プーリーに関する維持補修実施。

2.
ベルトの一部が全ライン
にわたって蛇行発生。

A. 接合部の直進度不良。
B. ベルトの一部が曲がっている。

A. �フレームに接触する程、深刻な場合は、再接合を行い、深
刻ではない場合は、走行観察後に処置。

B. �深刻な場合、ベルトの全体または一部を交換しガイドロー
ラーを設置します。

3.
ベルトの全体が全ライン
にわたって蛇行発生。

A. コンベヤフレームが曲がっている。
B. 運搬物の偏積。 
C. キャリアまたはリターンローラー の傾き。
D. 耳部損傷による芯体露出。
E. ベルトのトラフ性不良。

A. �フレーム基礎や支持台を堅固にする。			 
フレーム全体にわたって直進度を点検する。

B. 運搬物がベルト中央に運ばれるようにシュートを改造。
C. ローラー全体の水平および直角度の調整。
D. 耳部修理またはベルト交換及び損傷の原因改善。
E. �ベルトの慣らし期間が過ぎた後も現象が続く場合はベルト

の仕様を変更する。

5.
下カバーゴムの異常摩
耗。

A.ドライブプーリでスリップ現象。
B.各種ローラーの回転不良。
C.運搬物挟み込みによる摩耗。

A. テークアップ作動状態及び重量の再検討。
　ドライブプーリーにゴムラギングを設置する。
　スナッププーリーの接触角度を増加させる。
B. 定期的な維持補修及び老化したローラーの交換。
C. �運搬物が溢れテールプーリーに挟まった場合にはスカート

又はインパクトローラーの装着状態及びVクリーナーの装着
状態を点検する。

4.上カバーゴムの損傷。 A.� �シュート部で運搬物の落下速度とベルト駆動
速度が異なる。

B.� シュートの落下高さが高い。
C.� スカートとベルト間に運搬物が挟まる。
D.� �運搬物がリターン側に積もりベルトと摩擦。
E.� ローラー又はプーリーに異物質付着。
F.� スクレーパー又はスカートゴム不良。
G.� インパクト、リターン、キャリアローラー不良。

A. �速度差が大きいと運搬物がベルトに積載される時のカバー
ゴム摩耗が早くなります。ベルト速度と運搬物落下速度を
合わせる。 

B. �フィーダーベルトまたはバースクリーンを設置する。シュ
ート角度を減らす。移動バーを使用する。

C. �インパクトローラーの間隔を狭くする。テークアップ重量
を大きくする。

D. シュート角度の調整及びラインの維持補修。
E. �スクレーパーの点検及び維持補修。
F.� 古ベルトを利用する場合、駆動中のベルトを急激に摩耗させ

る可能性が有り、スカート用ゴム板に交換する。
G.� 定期的な維持補修又は老朽化したローラーの交換。
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トラブルシューティング

トラブル内容 トラブル内容 対策

6.
ベルト芯体の損傷。

A. 運搬物が大きく、衝撃が大きい 。
B. プーリーとベルトの間に運搬物が挟まる。
C. プーリーに異物質が付着しベルトが変形。 
D. �始動時の過負荷及びテークアップ重量が大き

く、安全率が低下した場合。
E. �ベルトがキャリアローラーの間に挟まる 。
F. �プーリーとトラフキャリアの間の変換距離が

不適切。
G. 蛇行によりフレームと干渉しベルトが裂ける。
H. プーリー径が小さく屈曲疲労が大きい。

A.フィーダーベルト又はバースクリーンを設置する。
　 インパクトローラーの維持補修。
B. スクレーパー又はクリーナーの維持補修。
C. スクレーパー又はクリーナーの維持補修。
D. ベルト規格及びテークアップ重量の再検討。
E. �キャリアローラー間の間隔調整、ベルトの全体的な厚さ及

びプライ数の再検討。
F. トラフ変換距離の再検討。
G. 蛇行及び偏り現象原因の把握及び解決。
H. �プーリー径を規定以上のものに変更、プーリー径に合うベ

ルト規格に再検討。 　

7.
ベルト耳部の損傷。

A. 蛇行及び偏り現象による耳部干渉。
B. トリッパー不良。

A. 蛇行及び偏り現象の原因把握及び解決。
     フレームをベルトの幅方向に余裕を大きくする。
B. 定期的な維持補修。

8.
接合部の損傷及び蛇行。

A. 仕上げ不良。
B. 接着不良。
C. 劣悪な作業環境。
D. 接合マニュアル未順守。( 作業方法、加硫時間）
E. 接合時センターライン不良。
F. プーリー径が小さく、屈曲疲労が大きい。

A. カバーゴム付着後、研磨実施。
B. 接着材料及び作業方法再検討。接合部修理又は再接合。
C. 作業時、粉塵又はその他飛散した物質を遮断して作業実施。
D. 再接合を実施。
E. 修理又は再接合を実施。
F. プーリー径を規定以上のものに変更する。
　プーリー径に合うベルト規格に再検討する。

9.
ベルトが伸びて、テーク
アップが地面に触れる。

A.テークアップ余裕長さの不足。
B.ベルト伸び率が非正常であり大きい。

A. �ベルト芯体に合う適切なテークアップ長さを確保。
      伸びた長さをカットし、再接合実施。
B. ベルト安全率の再検討、テークアップ重量の再検討。
      伸びた長さをカットし、再接合実施。

10.
運搬途中にベルトが	
切れる。

A. 安全率が低い。
B. �運搬物がプーリーとベルトの間に挟まり、瞬

間的な過負荷が発生。
C. 負荷時に鋭い運搬物でベルトが損傷。

A.安全率の再検討を行う。
B.クリーナーの設置及び点検により原因の除去。
C.シュート部を改造し、衝撃を緩和する。

11.
ベルトの長さ方向に
裂ける。

A.� �ローラー及びシュートの様な設備の間に鉄板
等の鋭い物体が挟まる。

B. 鋭く尖った運搬物の移送。

A. �鋭利なものをコンベヤに載せない。裂け部分を点検して部
分補修、部分除去、又はベルトの全体交換を実施する。

B. 縦裂け防止ベルトに変更。

12.
ローラー間のベルトたわみ
が大きく運搬物が溢れる。

A. テークアップ重量が不足。
B. �ベルトの規格及び厚さが適正設計規格と差が

大きくベルト自重により発生する。

A. テークアップ重量の再検討を行う。
B. �ベルト設計規格の再検討を行い、適正な規格のベルトに交

換する。
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Belt thickness (m)

Belt length (m)
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D= 
4
π tℓ+  d

2

ℓ₁ : 

D₁ : 

D₂ : 

ℓT : 

ℓT

fabric belt …… ℓT/3 = 25mm

ST belt …… ℓT/3 = 50mm

Where:

L = 2ℓ₁ +     (D₁+D₂) + 2(ℓT/3) + 
π

2

L = (d+            ) π·N
(D-d)

2

L = (d+            ) π·N = (0.4 +             ) 3.1416×60 = 320(m)
(D-d)

2

(3-0.4)

2

コンベヤベルトのロール直径とベルト長さ、厚さの関係

ベルト直径計算式

コンベヤ長さ計算式

スクリューテクアップ

ベルト長さ計算式

D = ベルトの直径(m)

d = ボックス直径(m)

T = ベルト厚さ(m)

ℓ = ベルトの長さ(m)

L : ベルト長さ
d : ボックス直径
D : ベルト直径
N : ベルトの巻き取り数
Ex : D=�M   d=�.�M   N=��

ベルト厚さ ボックス直径

�）エンドレスベルト装着の場合

補正長さ

補正長さ：
プーリーとベルトの接触角度θが
��°以上の場合に
下記方法を適用します。
プーリー１個当たり補正長さ＝θ×π×ｔ
t : コンベヤベルト厚さ(m)

範囲が分からない場合は

コンベヤ機長(m)
ドライブプーリー直径(mØ)

テールプーリー直径(mØ)

テークアップストローク(m)
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ℓT : 
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fabric belt …… ℓT/3 = 25mm

ST belt …… ℓT/3 = 50mm

Where:

L = 2ℓ₁ +     (D₁+D₂) + 2(ℓT/3) + 
π

2

L = (d+            ) π·N
(D-d)

2

L = (d+            ) π·N = (0.4 +             ) 3.1416×60 = 320(m)
(D-d)

2

(3-0.4)

2

コンベヤベルトのロール直径とベルト長さ、厚さの関係

ベルト直径計算式

コンベヤ長さ計算式

スクリューテクアップ

ベルト長さ計算式

D = ベルトの直径(m)

d = ボックス直径(m)

T = ベルト厚さ(m)

ℓ = ベルトの長さ(m)

L : ベルト長さ
d : ボックス直径
D : ベルト直径
N : ベルトの巻き取り数
Ex : D=�M   d=�.�M   N=��

ベルト厚さ ボックス直径

�）エンドレスベルト装着の場合

補正長さ

補正長さ：
プーリーとベルトの接触角度θが
��°以上の場合に
下記方法を適用します。
プーリー１個当たり補正長さ＝θ×π×ｔ
t : コンベヤベルト厚さ(m)

範囲が分からない場合は

コンベヤ機長(m)
ドライブプーリー直径(mØ)

テールプーリー直径(mØ)

テークアップストローク(m)

PIW (lb/In-width) Conversion

:

ℓ₁ : 

n : 

L = 2ℓ₁ +     (D₁+D₂) + 2(ℓT/3) + ℓ₁ × n + 
π

2

•

•

•

NN Conveyor Belt (N/mm) = PIW X 2.10

EP Conveyor Belt (N/mm) = PIW X 1.75

ST Conveyor Belt (N/mm) = PIW X 1.23

D₃ : Take-up pulley

D₄ : Bend pulley

ℓ′T : Center-to-center distance between take-up pulley and bend pulley (m)

B : Center-to-center diameter of bend pulleys (m)

L = 2ℓ₁ +     (D₁+D₂+D₃+D₄) + 2ℓ′T + 2(ℓT/3) - B + ℓ₁ × n +
π

2

L = 2ℓ₁ +     (D₁+D₂+D₃+D₄) + 2ℓ′T + 2(ℓT/3) - B
π

2

コンベヤ長さ計算式

Gravity Take-up

ベルト長さの決定

�) 現場エンドレス長さ

�) エンドレスベルト装着の場合

・エンドレス装着時の場合はベルト長さを�.��ｍ単位で決定する。
    例）計算値が��.���mのときは��.��mとする。

・現場エンドレスの場合はベルト長さを�.��m単位で決定する。
    例）計算値が��.���mのときは��.�mとする。

�) 現場エンドレスの場合

補正長さ

たわみ補正長さ

ここで

エンドレス所要長さ(m)

エンドレス数

たわみ補正長さ：ベルト装着時のローラー間のベルトたわみを吸収する長さとしてベルト長さの
�.�％を適用します。

直径(mØ)

直径(mØ)
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